
短

篇

銃

歌

と

様

吹

曲

漢
代
の
軍
撲
に
、
短
縮
銭
歌
と
称
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
1

横
吹
出
と
称
さ
れ
る
も

の
と
の
こ
ク
が
あ
づ
た
。

短似
明
鏡
歌
は
、
別
に
叉
鼓
吹
出
と
も
称
さ
れ
た
。
元
来

は
、
鼓
吹
出
と
短
箭
銭
歌
と
は
、
必
十
し
も
同
一
の
も
む
で
は
な
か
ク
た
と
考
え

ら
れ
る
が
‘
六
朝
期
の
称
呼
で
は
専
ら
混
用
さ
れ
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
僚
に
な
ク
て
、
鼓
吹
の
中
に
は
伊
、
吹
都
が
設
け
ら
れ
、
横
吹
は
叉

鼓
吹
の
一
で
あ
る
か
の
如
く
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
短
箭
銚
歌
川
鼓
吹
曲
)

と
横
吹
耐
と
は
、
出
の
由
来
を
全
く
具
隠
す
る
。
前
」
訴
は
、
周
一
札
に
い
う
凱
紫

(
1
)
の
流
れ
を
製
あ
も
の
で
、
軍
紫
と
し
て
五
式
の
も
の
で
あ
り
、
中
原
の
停

統
的
な
前
調
陀
従
う
も
の
で
あ
づ
た
が
、
後
者
一
段
、
西
域
の
曲
一調
を
と
り
あ
げ
、
死

者
の
で
、
軍
中
好
ん
で
歌
わ
れ
は
し
た
も
の
の
、
正
式
の
席
に
な
け
る
軍
紫
で
は

な
か
っ
た
40

横
吹
酪
は
築
様
も
西
域
紫
器
に
従
う
。
後
代
、
横
吹
出
に
用
い
ら
れ

て
い
た
築
様
が
鼓
吹
出
に
と
り
い
れ
ら
れ
る
一江
一
う
に
な
り
、
来
の
郭
茂
備
が
「
賞

ι

門
或
吹
、
短
矯
鏡
歌
輿
横
吹
曲
、
得
通
名
。
い
ハ
2
〉
と
説
明
す
る
ご
と
く
、
混
乱

一を
衆
ず
に
歪
ク
た
。
本
稿
に
拾
い
て
は
、
二
曲
の
性
格
、
由
来
を
た
守
ね
る
と
共

白
犯し、
'
混
乱
の
経
緯
を
明
ら
め
よ
う
と
思
う
。

ー圃圃】.

___.・b

J

ぃ綬
鱗
鏡
歌
!
と
い
う
名
称
は
、
後
漢
の
明
帝
が
諸
紫
を
四
口
仰
に
分
類
十
六
た
、

一
号
悦
情
勢
の
記
事
中
に
見
え
る
。
日
く
、

漢
明
帝
時
、
繁
有
西
口
問
。
一
回
、
ι

大
予
築
、
郊
廟
上
俊
之
所
用
意
。
:
・
二
日
、

L
I
，v
雑
鎖
楽

)
僻
擁
饗
射
之
所
用
駕
。
:
ご
:
一
一
一日
苛
黄
門
鼓
吹
楽
、
天
子
安
群
臣
之

と
ν、

委令

木

{疹

手ζ

所
用
一
駕
0

・
:
共
四
回
、
短
衛
鏡
歌
、
軍
中
之
所
用
君
。

(
3
)

後
漢
の
薬
品
も
亦
、
漢
楽
に
短
箭
鏡
歌
と
い
う
一
群
'
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を

の
べ
て
い
る
。
向
く
、

禁山間出払
mM以
漢
楽
問
、
一
回
、
郊
駒
山
側
笠
。
二
日
、
天
子
享
笑
。
一
↓
一向
、
大
射
肺

薙
。
四
日
、
短
篇
銭
歌
。

(
4
V

夜明
川島
の
説
明
と
、
問
問
委
の
説
明
と
は
、
用
語
を
異
に
す
る
が
、
同
一
内
容
の
と

と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
ラ
。
郊
悶
紳
霊
は
大
予
楽
に
、
天
子
享
宴
は
紫
門
鼓

吹
楽
に
、
大
射
僻
擁
は
雅
鎖
、
楽
に
あ
た
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
禁
色
は
短
縮
銭
激

の
み
は
、
は
っ
き
り
と
名
称
を
掲
げ
ヲ
ク
、
他
は
名
称
を
説
か
な
い
の
は
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
安
門
鼓
吹
楽
と
短
篇
鏡
歌
と
は
、
そ
の
称
識
に
沿
い
て
、

明
確
な
区
分
が
た
て
ら
れ
な
い
、
と
見
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宋
(
六
朝
〉

の
何
承
天
は
い
う
「
鼓
吹
葉
短
籍
銭
歌
、
一
平
楽
也
。
ー
一
〈
5
)
と
。
梁
の
洗
約
も
叉

「
鼓
吹
葉
短
管
鏡
歌
、
察
邑
日
、
軍
楽
也
。
」
(
6
〉
と
い
い
、
郭
一
茂
情
も
「
鼓
吹

曲
、
一
日
短
縮
録
制
歌
。
」
(
7
〉
と
い
う
。
六
朝
期
以
後
に
な
る
と
、
一
般
に
、
鼓

吹
出
s

は
却
ち
短
鏑
銭
歌
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
に
い
う
鼓
吹
出
は

明
帝
四
品
に
い
う
黄
門
鼓
吹
と
同
一
名
称
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て

晋
の
筏
豹
は
、
古
今
注
に
拾
い
て
、
「
短
術
鏡
歌
、
軍
楽
也
0

・
;
漢
楽
有
黄
門
鼓

吹
、
天
子
所
以
安
楽
群
陸
、
短
箭
鏡
歌
鼓
吹
之
一
輩
、
一
亦
以
賜
有
功
諸
候
。
」

〈
8
)
と
、
短
線
新
銀
歌
を
黄
門
鼓
吹
の
一
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

黄
門
鼓
吹
と
い
う
以
上
、
宋
警
に
一
列
於
殿
庭
者
名
鼓
吹
」
〈

9
)
と
い
う
如
く

木
来
は
宮
廷
に
沿
い
て
奏
さ
れ
る
楽
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
西

京
雑
記
に
、
漢
代
、
天
子
が
大
駕
し
て
甘
泉
・
扮
陰
を
嗣
る
と
き
は
、
千
乗
万
騎

を
備
え
る
と
い
づ
て
、
そ
の
行
列
次
第
を
託
し
た
中
花
、
「
黄
門
前
都
鼓
吹
左
右

ー(37)一



ハ
砂
〉
と
あ
り
、
の
襟
、
実
門
家
吹
の
楽
人
が
，
鑓
絵
い
す

の
短
衝
鋳
一
歌
の
中
に
「
上
之
屈
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
説
明
し
て
、
「
漢
武
持
完
封
初
、
菌
室
落
、
遂
還
問
中
道
、

υ

雰
一
敬
務
内
帝
遊
石
額
、
的
一
一
誇
露
、
月
支
臣
、
勾
奴
版
。
皆
美
嘗

〉
と
い
ろ
。
そ
の
楽
隊
け
に
な
る
か
C
如
き
一
記
録
は
、
漢
書
武
帝

あ
る
の
で
、
こ
の
説
明
は
ほ
ぼ
一
信
頼
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し

川
鏡
歌
も
紫
門
鼓
吹
と
開
門
様
、
務
代
駕
行
記
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
い

μ

文
、
漢
の
短
篇
鏡
歌
の
中
、
「
有
所
思
」
段
、
古
今
築
録
に
よ

「
漢
太
第
一
食
懇
第
七
酌
亦
用
之
。
」
ハ
ロ
)
と
あ
れ
ノ
、
一
一
躍
如
期
」
一
に
「
一
遠

山
ろ
的
に
づ
い
て
は
、
や
は
'
?
古
今
礎
録
に
「
漢
太
幾
食
翠
出
有
還
期
。

ん
。
」
ハ
ロ
〉
と
あ
る
Q

太
雌
肉
食
挙
出
は
、
先
の
明
帝
の
弊
西
口
問
、
及
び
奈

川
に
あ
て
る
な
ら
、
当
然
黄
門
鼓
吹
紫
、
天
子
孝
安
に
属
す
る
。
し
て
み

今
日
漢
の
短
策
鏡
歌
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
厳
密
に
い
う

紫
門
鼓
吹
楽
が
入
ク
て
い
る
、
と
い
う
と
と
に
な
る
。
思
う
に
、
黄
門
鼓
吹

楽
と
短
矯
鏡
歌
と
は
、
潔
論
上
は
別
備
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
漢
代
に
長
い
て

慨
に
混
用
さ
れ
、
同
一
視
さ
れ
℃
い
た
も
の
で
-
あ
ろ
う
。
従
ク
て
短
篇
銭
敬
は
却

ち
毅
吹
で
あ
り
、
更
に
も
う
少
し
細
か
く
論
や
る
ι

な
ら
ば
、
援
豹
の
い
う
如
く
、

紫
門
鼓
吹
の
一
と
い
う
と
と
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
に
奈
る
。

続
縦
粥
鋭
敏
と
は
、
恐
ら
く
は
、
使
用
す
る
楽
器
に
即
し
て
づ
け
ら
れ
た
名
で
あ

ろ
う
。
短
簸
は
長
鯨
に
対
す
る
と
と
ば
で
、
第
の
長
短
一
を
い
う
も
の
か
。
一
克
の
馬

端
協
は
策
…
を
説
明
し
て
、
「
長
則
濁
ヲ
続
別
清
。
」
〈
り
す
と
い
ク
て
い
る
。
深

擦
の
性
格
か
ら
し
て
、
と
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
短
策
を
用
い
た
と
い
う

と
と
は
、
そ
の
出
が
哀
切
を
勢
ん
だ
と
い
う
と
と
に
な
る
。

鋭
敏
は
、
銭
が
躍
中
使
用
す
る
所
の
楽
総
で
あ
る
故
に
、
滋
ー
に
寧
楽
を
か
く
稔

し

た

も

の

か

、

を

使

用

す

る

践

の

窓

で

あ

る

う

か

。

後

世

に

れ
て
い
る
。
抑
制
し
、
中
る
鏡
は
、

開
札
J

託

、

い

う

、

〔

以

(

日

)

@

「
乃
一
放
送
、
鳴
鏡
旦
都
o
k
v
m
〉
と
。
前
一
者
の
努
注
に
い
う
、
「
鏡
如
鈴
、
無
舌

有
一
束
、
執
市
鳴
之
、
以
止
撃
鼓
。
ー
一
後
者
の
注
に
い
う
、
「
鋳
所
以
止
鼓
、
軍
沼
地
、

卒
長
鳴
鏡
以
和
索
、
鼓
人
為
止
之
也
よ
と
c

説
文
に
説
明
し
て
「
鏡
、
小
鉦
也
。

;
軍
港
、
卒
長
執
銭
a
K
M
〉
「
銃
、
強
制
也
。
似
鈴
、
釈
中
、
上
下
遇
。
」
と
い
う
o

以
上
か
ら
、
議
と
は
鉦
の
属
で
、
退
却
に
際
し
、
鼓
の
あ
と
に
、
長
さ
め
と
し
て

お
ち
鳴
ら
す
も
の
で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
o
用
途
か
ら
す
れ
ば
、
日
秘
め
て
消
極
的

た
紫
器
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
、
漢
代
の
短
管
銭
款
と
し
て
、
今
日
俸
え
ら
れ
て

い
る
出
辞
〈
砲
〉
が
、
内
容
的
に
も
、
哀
切
を
旨
と
す
る
も
の
が
、
多
い
と
と
と
通

守
る
も
の
が
あ
る
。
漢
代
ま
で
の
軍
歌
は
、
概
し
て
そ
う
い
う
も
の
で
あ
づ
た
。

階
の
陽
帝
の
持
、
鼓
吹
の
制
を
定
ゐ
、
大
駕
の
鼓
吹
に
は
、
金
銭

-m諜
鼓
・

鐘
鼓
・
節
鼓
を
加
え
た
と
あ

D
(
臼
〉
、
思
端
臨
も
「
唐
六
奥
田
、
凡
軍
鼓
之
制
有

一
一
一
、
一
回
、
錦
鼓
。
二
日
、
殺
鼓
。
一
一
一
回
、
銭
談
。
:
:
:
銭
鼓
笠
非
鼓
吹
銭
敬
之

鼓
邪

o
k
m
〉
と
、
鏡
鼓
の
存
在
を
の
な
っ
そ
れ
が
短
篇
鏡
歌
に
用
い
ら
れ
た
鏡

鼓
で
は
た
い
か
と
疑
っ
て
い
る
が
、
銭
鼓
は
後
出
の
謙
器
で
あ
ク
て
、
恐
ら
く
は

短
繁
銭
款
を
鼓
吹
と
い
い
た
ら
わ
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
銭
友
銀
か
ら
鼓
へ
と

変
容
せ
し
め
た
も
の
と
思
う
c

叉
、
紫
府
詩
集
段
、
劉
議
定
の
軍
札
を
引
い
て
、
「
劉
一
強
定
軍
一
札
一
式
、
鼓
吹
未

知
其
始
也
。
漠
球
萱
雄
朔
野
市
有
之
突
。
鳴
節
以
和
策
、
戸
非
八
苦
也
。
」
〈
泣
〉
と

い
い
、
短
策
綾
歌
が
知
と
策
と
の
和
奏
に
よ
る
も
の
で
、
中
国
古
来
の
金
石
続
竹

穏
土
草
木
の
繁
器
記
よ
ら
ぬ
乙
と
在
説
く
。
%
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
胡
地
よ
h
ジ

簿
わ
ク
ー
花
紫
器
で
あ
る
。
際
の
太
建
の
初
め
、
鼓
吹
の
制
度
を
復
元
さ
せ
た
と
い

う
記
録
の
中
に
も
、
「
共
制
側
、
鼓
吹
一
都
十
六
人
，
郎
総
崩
十
一
一
一
入
、
第
二
人
、
鼓

一
人

o
k
m
〉
と
い
い
、
短
一
策
鏡
歌
を
策
と
衡
と
鼓
の
合
奏
と
考
え
て
い
た
も
の

の
如
く
で
・
諮
る
。
こ
れ
は
然
し
、
際
の
こ
ろ
は
胡
撲
が
専
ら
擦
で
〈
お
〉
、
胡
紫
の

声
調
を
鼓
吹
の
中
に
放
牧
し
た
結
来
、
か
よ
う
に
胡
機
器
す
ら
交
え
る
に
至
っ
た

も
の
で
、
元
来
の
奏
法
で
は
な
か
ク
た
と
考
え
る
。
と
れ
を
袈
す
ゐ
に
、
一
口
に

と
い
づ
て
も
、
持
-E
凝
る
に
粋
ク
て
撲
界
側
も
変

p
、
そ
の
奏
法
も
変
容

Q
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に
つ
い
て
は
、
音
響
に
い
う
、
沼
く
、

英
樹
有
1
朱
鷺
・

2
思
悲
翁

e
3
文
如
張
・

4
上
之

筒
・

6
戦
城
南
・

7
京
一
山
高
・

8
持
議
溜
・

9
君
馬
焚

-m上
段
・

日
有
所
思
・
ロ
錐
子
班

-m聖
人
出
・
川
崎
芳
樹
・
お
上
邪
・
か
ぬ
路
ム
口
@
町
一
遼
如

期
・
山
崎
石
習

'
W
務
成

6m玄
譲
・
乱
費
爵
行

-
m釣
竿
等
感
、
列
於
鼓
吹
、

多
序
戦
陣
之
襲
。
〈
JM
〉

央
審
ハ
お
〉
及
び
紫
府
詩
集
に
、
務
成
以
下
回
出
を
除
く
十
八
曲
の
一
出
辞
が
見
え

。
務
成
以
下
四
樹
は
、
共
の
辞
は
亡
失
し
た
と
強
烈
府
詩
集
に
説
明
さ
れ
て
い

る。
模
吹
出
の
由
来
に
ク
い
て
は
、
普
書
に
ま
と
ま
っ
た
説
明
が
あ
る
。
日
く
、

鼓
角
横
吹
樹
、
毅
按
周
札
以
一
時
誠
一
波
鼓
軍
事
c

角
、
説
者
去
、
安
元
氏
師
越
路
興

資
帝
戦
於
鼓
鹿
、
帝
乃
命
始
吹
角
潟
龍
鳴
以
禦
之
u

其
後
議
武
北
経
烏
丸
、
越

抄
漢
、
府
軍
士
思
婦
、
於
是
減
為
中
鳴
、
部
方
更
悲
突
。

拐
角
者
、
以
応
胡
筋
之
声
。
後
瀬
用
之
横
吹
。
有
鯵
(
角
、
即
胡
紫
也
。
張
博

体
禁
法
於
沼
京
。
椴
得
藤
一
列
党
勤
一
曲
。
本
十
荘
一
年
国
胡
曲
吏
謹
新

、
乗
臨
(
以
為
武
紫
。
後
漢
以
給
辺
。
和
帝
時
寓
入
将
軍
得
之
。
議

八
解
一
小
復
兵
存
。
舟
者
苓
1
安
鵠
・

2
↑
態
頭
・

3
出
関
・

4
入
関

6
入
ι

寒
・

7
折
揚
柳
・

8
質
草
子
・

9
赤
之
揚

-
m蔑
行
人
十

よ
る
曲
で
、
も
と
拐
紫

ぇ
、
後
、
李
怒
年
が

も
な
く
武
帝
に
仕
え

あ
る
と
い
う
と
と
に
な
ク
て
い
る
。
向
く
、

道
雄
義
纂
問
、
長
鳴
角
也
、
按
蛍
力
的
期
嬬
、
興
費
荷
鞍
於
一
一
郎
邸
、
管
命
吹
角

魚
議
鳴
以
禦
之
。
貌
武
帝
径
烏
一
組
、
軍
師
思
帰
、
乃
減
角
為
中
鳴
。
共
撃
力

悲
、
以
熔
胡
筋
。
晋
宋
以
降
沿
器
一
用
之
、
有
長
鳴
、
一
式
一
式
。
(
幻
〉

そ
し
て
そ
の
長
鳴
角
は
、
文
献
透
考
に
よ
る
と
、
晋
警
の
後
者
の
説
明
に
見
え

る
饗
角
と
同
じ
で
あ
る
(
治
〉
。

一
獲
を
用
い
る
の
で
、
受
角
と
い
う
の
で
あ
る
う
。
と
れ
が
胡
紫
器
で
あ
る
こ

と
は
、
理
由
撃
の
説
明
で
明
か
で
あ
る
。

横
吹
曲
が
武
帝
の
持
、
水
一
小
経
年
に
よ
ク
て
、
胡
調
に
な
ら
ク
て
作
ら
れ
た
と
い

う
の
に
は
、
別
に
異
論
が
あ
る
。
西
京
雑
記
に
、
既
に
高
帝
の
時
、
成
夫
人
が
、

「
出
寒
」
・
「
入
翠
」
@
「
即
時
帰
」
の
H

閣
を
歌
い
、
侍
婦
数
百
皆
と
れ
に
な
ら
い

後
宮
で
高
唱
す
る
声
は
天
に
響
い
た
と
あ
る
。
〈
扮
〉
李
程
年
が
作
づ
た
と
い
う

の
は
、
恐
ら
く
は
拐
曲
に
な
ら
っ
て
変
出
し
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
、
践
に
漢

に
、
横
吹
曲
が
胡
紫
の
形
で
入
ク
て
い
た
の
で
あ
る
う
。

築
府
古
題
安
解
〈
鉛
〉
、
紫
府
詩
集
〈
泣
〉
、
共
に
「
貌
晋
以
突
憶
保
十
曲
。
」
と
て

晋
警
に
同
じ
く
十
曲
の
名
を
挙
げ
、
更
に
関
山
月
・
洛
陽
道
・
長
安
道
・
梅
花

落
・
紫
騎
馬
・
総
馬
・
雨
雲
・
劉
生
の
八
曲
名
を
婦
げ
て
、
後
代
の
加
え
る
所
で

あ
る
と
し
、
十
八
出
す
べ
て
そ
の
辞
は
亡
失
し
た
と
倖
え
て
い
る
。

一(39)ー

四

短
策
議
歌
は
、
公
的
な
奨
歌
と
し
て
、
銀
以
後
3

し
ば
し
ば
そ
の
時
代
に
即

し
た
築
詞
に
変
え
ら
れ
た
。
そ
の
簡
の
事
情
は
、
晋
書
〈
竹
山
v

・
槌
警
〈
お
〉
に
く
わ

し
い
。
そ
し
て
、
短
篇
銭
歌
〈
毅
晋
以
後
は
す
べ
て
鼓
吹
と
い
づ
て
い
る
〉
の
性

格
も
、
中
早
識
か
ら
少
し
や
ふ
離
れ
、
宮
廷
儀
礼
歌
、
な
い
し
は
鎖
、
歌
の
よ
う
な
性

格
に
変
ク
て
く
る
。
践
に
漢
代
に
弘
ゆ
い
て
す
ら
、
一
短
篇
鏡
歌
を
黄
門
鼓
吹
と
混
同

し
て
い
た
と
と
は
前
述
し
た
と
と
る
で
あ
る
が
、
宋
・
部
門
の
問
問
、
鼓
吹
は
専
ら
宮

廷
に
掻
い
て
用
い
ら
れ
〈
引
の
〉
、
シ
か
く
し
て
梁
の
筑
約
は
、
殿
庭
に
列
た
る
も
の
が



た
(
お
〉
0

・
後
間
期
段
、
法
吹
を
間
内
幹
枠
に
復
せ
し
め
て
、
駕
行
記
用
い
、
諮

問
の
銀
成
に
J
h

鼓
敗
、
壌
か
h

給
せ
し
め
(
お
v
、
後
間
の
玄
荷
、
な
ど
は
、
出
行
ご
と
に

鼓
吹
を
ク
ち
ね
、
嘗
て
同
列
記
行
幸
し
究
際
た
ど
段
、
応
門
よ
り
赤
岸
記
至
る
数

十
阜
、
鼓
吹
を
嘆
し
続
け
、
還
る
持
、
京
減
の
士
す
ぷ
告
に
満
ち
、
叉
鼓
吹
紫
、
な
奏

し
て
帝
を
迎
え
た
と
い
ろ
が
〈
幻
〉
、
間
以
後
は
叉
尚
擦
と
共
に
殻
庭
の
嘆
歌
と
し

て
用
い
ら
れ
、
c

皆
に
至
ク
て
は
全
く
儀
礼
歌
化
し
て
、
妃
・
公
王
・
王
室
の
母
衰

の
祭
儀
に
す
ら
対
一
吹
が
用
い
ら
れ
!
る
に
亙
っ
た
〈
お
〉
。

と
れ
に
対
し
て
、
横
吹
出
の
方
は
、
後
漢
の
時
、
辺
持
た
給
し
た
と
音
書
に
あ

る
(
持
〉
が
、
そ
の
後
こ
れ
に
類
す
る
記
事
は
見
え
や
、
鼓
吹
出
?
に
は
透
っ
て
、
五

戎
た
礎
歌
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
曹
嘉
の
音
書
〈
州
知
〉
に
、
劉
時
が
胡
人
に
閉
ま
れ
、
危
険
に
絡
っ
た
時
、

伊
加
を
と
ち
出
し
て
問
中
治
・
入
寒
の
曲
を
歌
っ
た
と
と
る
、
拐
人
皆
沸
注
し
て
、
留

を
解
き
、
立
ち
去
ク
た
と
い
ち
ば
な
し
も
あ
り
、
，
そ
の
哀
調
は
な
会
親
し
ま
れ
て

歌
わ
れ
℃
い
た
と
思
わ
れ
る
。
梁
の
時
、

A
Y，
喰
・
~
郡
部
王
・
銭
鹿
公
主
な
ど
、
三

十
六
曲
の
抜
角
横
吹
的
が
新
た
に
作
ら
れ
た
と
と
を
古
今
喋
録
は
の
ベ
る
(
位
〉
。

と
の
頃
は
、
北
秋
撲
が
し
き
り
に
中
原
に
入
り
、
そ
の
港
一
試
に
よ
る
詩
も
あ
ら
わ

れ
北
秋
山
被
は
中
原
の
民
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
o
A
K
除
以
下
位
地
秋
の
歌
で
あ
る
J
阪

の
後
主
は
専
ら
坊
秋
殺
を
好
み
、
官
女
を
し
て
習
わ
し
め
、
と
れ
を
代
北
と
称
し

た
ハ
必
v
。
こ
う
し
て
胡
蝋
械
が
中
原
に
流
入
す
る
に
仲
い
、
拐
機
撲
が
数
多
く
入
ク

て
い
た
と
と
は
惣
微
で
き
る
。
角
・
笛
の
類
い
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
胡
築
課
で

あ
っ
た
(
必
〉
。

胡
文
化
の
浸
漆
に
よ
り
J

、
い
ろ
い
ろ
数
を
加
え
た
拐
殺
J

採
は
、
階
に
古
川
る
と
、

鼓
吹
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
鼓
吹
の
拡
充
を
来
し
た
。
勢
府
詩
集
解
題
に
い

。
お
ノ

間
階
日
後
、
始
以
横
吹
用
之
ぃ
尚
徳
、
列
為
間
部
、
総
務
之
荻
吹
、
故
以

一
回
、
楠
鼓
部
。
共
機
器
有
柵
鼓
・
金
鉦
・
大

鼓
・
小
談
・
長
一
院
一
ヅ
角
@
女
鳴
角
@
大
角
七
稜
。
・
:
二
日
、
銭
鼓
部
。
共
築
器
有

数
・
鼓
三
瀦
@
第
四
種
c

・
:
三
回
、
大
様
吹
都
c

共
紫
器
有
角
・
節
鼓
・
笛
・

籍
・
筆
集
・
筋
・
桃
皮
築
は
同
一
九
七
種
。
:
共
西
日
、
小
核
吹
部
、
共
祭
器
有
角
・

笛
・
霧
@
筆
築
・
箔
・
桃
皮
築
は
九
九
六
種
。

(
M
H

〉

か
よ
う
に
胡
繁
務
が
鼓
吹
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
更
に
鼓
吹
に
横
吹
部
が
設

け
ら
れ
る
に
歪
ク
て
、
横
吹
川
出
の
曲
一
調
も
・
亦
自
ら
鼓
吹
の
中
に
と
け
こ
ん
で
き
た

乙
と
は
、
想
胤
燃
に
難
く
な
い
。
拐
繁
か
ら
発
し
た
横
吹
出
は
、
か
く
し
て
漢
土
の

出
と
し
て
阻
模
さ
れ
、
吸
牧
さ
れ
、
た
の
で
あ
る
。

註

開
札
大
司
楽
回
、
王
者
大
献
則
令
衰
凱
楽
。
大
司
馬
臼
、
部
者
功
則
凱
楽
献
千

社
。
鄭
康
成
去
、
丘
(
楽
日
刊
、
献
功
之
楽
也
。
短
篇
鋭
歌
が
、
こ
の
間
札
に
い

う
凱
楽
か
ら
出
る
こ
と
は
明
た
の
J

沈
約
の
宋
時
一
首
巻
一
九
楽
志
て
宋
の
部
茂
怖

の
楽
時
詩
集
巻
一
六
鼓
吹
曲
辞
下
解
題
、
文
献
通
考
巻
一
四
七
楽
考
二

O
に
見

え
る
。

(

2

)

楽
府
詩
集
巻
一
六
、
拐
、
吹
曲
辞
下
解
題
。

(
3
〉
楕
書
巻
一
一
一
一
、
背
楽
志
上
。

ハA
A
)

究
替
、
沈
約
、
巻
二

O
、
楽
志
二
引
o

楽
府
詩
集
巻
一
六
一
去
、
「
単
一
祭
礼
楽
志
田
、
$

法
楽
四
口
問
、
主
〈
四
日
短
鋳
綾
歌
、
軍
楽
也
」

〈5
)

太
平
御
覧
第
五
六
七
、
楽
部
主
引
。

〈
6
)

宋
書
巻
一
九
、
楽
志
一
。

〈
7
〉
楽
府
詩
集
径
二
ハ
、
被
次
地
辞
下
解
題
。

(

8

)

畿
税
議
一
一
審
木
古
今
注
、
袋
上
、
音
楽
第
一
一
一
。

(

9

)

宋
警
巻
一
九
、
楽
志
一
。

(
山
)
謀
刺
開
設
繋
木
西
京
雑
記
巻
五
。

〈
日
〉
楽
府
古
題
要
解
巻
上
。
(
鹿
代
詩
話
続
編
所
収
〉

(
ロ
〉
楽
府
詩
集
巻
一
六
、
「
有
一
助
思
」
下
解
題
引
。

〈
け
〉
楽
府
詩
集
巻
一
六
、
「
速
如
問
問
」
下
解
題
引
。

ハ
リ
円
〉
文
献
通
考
巻
二
ニ
人
、
楽
考
一
一
。

(
行
炉
開
札
地
官
鼓
入
。

一(/'0)ー
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(
v
m
)

肉
礼
寛
{
同
大
司
馬
。

ハ
ロ
)
説
文
巻
十
四
上
、
金
部
。
ち
な
み
に
「
卒
長
執
銭
L

は
、
周
払
大
司
馬
の
文
。

〈
mu
沈
約
の
宋
欝
及
び
楽
府
詩
集
に
、
漢
短
稀
鋭
歌
の
曲
辞
が
収
め
て
あ
る
o

(
川
げ
〉
階
饗
巻
一
一
弘
、
音
楽
志
下
。

ハ
却
〉
文
献
通
考
巻
二
ニ
ム
ハ
、
楽
考
九
。

(
引
)
楽
府
詩
集
巻
二
ハ
、
円
以
吹
日
間
辞
下
解
題
。

ハ幻
)
隠
響
巻
一
一
ニ
、
音
楽
志
上
。

(
お
〉
間
昔
前
巻
二
一
一
、
背
楽
志
上
。

(
M
U

〉
音
響
巻
二
三
、
楽
志
下
。
太
平
御
覧
戸
第
五
六
七
)
に
、
何
承
天
説
と
し
て
同

織
の
記
事
を
掲
げ
る
o

何
一
水
天
の
辺
国
史
は
、
現
在
の
菅
警
の
資
糾
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
耳
目
替
の
こ
の
説
は
、
何
一
法
天
の
管
史
に
出
発
す
る
か
。

〈お
U

宋一一一首巻一一一一

、
楽
志
回
。

ハ
お
)
背
番
巻
二
三
、
楽
志
下
。

ハ幻
)
太
平
御
覧
第
主
J

八
回
、
楽
部
一
一
一
一
。

(
お
)
文
献
通
考
巻

一一一
一
入
、
楽
考
一
一
。

(
的
〕
謀
説
諜
警
本
、
西
京
一一
雑
記
巻
一
。

(
犯
)
楽
府
古
題
一
安
解
、
巻
上
。

(
引
)
楽
府
詩
集
巻
二
一
、
横
吹
地
辞
下
解
題
。

〈
日
音
響
巻
二
三
、
楽
志
下
参
照
。

〈
日
以
)
階
筈
巻
一
一
二
、
音
楽
士
山
上
、
巻
一
回
、
音
楽
志
中
、
巻
一
主
、
音
楽
志
下
参
照

(
討
〉
陥
警
巻
二
=
、
音
楽
志
上
去
、
「
鼓
吹
、
宋
・
湾
設
用
漢
曲
、
又
充
庭
用
。
」

(
お
)
宋
暫
巻
一
九
、
楽
志
一
、
「
逮
初
銭
一
式
、
務
成
・

費一爵

・
玄
雲
・
遠
刻
、
皆
騎

吹
也
、
非
対
一
吹
曲
。
此
則
列
於
駁
医
者
篤
鼓
吹
。
今
之
従
行
鼓
吹
策
略
吹
、
二

山

奥

也

」

』

栴

(
話
)
階
警
巻
一
一
問
、
音
楽
志
中
一
去
、
「
諸
州
鎮
戊
各
給
鼓
吹
楽
多
少
、
各
以
大
小
等

級
、
為
差
、
一式一式。

」

ハ
灯
)
陪
審
巻
一
四
、
音
楽
志
中
参
照
。

(
見
)
唐
撃
に
、
平
陽
会
主
を
葬
る
に
特
に
鼓
吹
を
給
す
と
あ
る
o
(
巻
八
三
、
平
揚
公

主
伝
)
o

叉
、
中
宗
の
持
、
意
皐
后
が
、
皇
妃
・
公
主
・
及
.
ひ
J
Z
ロ
間
以
上
け
母

議
の
葬
儀
に
は
、
特
に
鼓
吹
を
進
め
る
こ
と
を
請
い
、
左
右
御
史
腐
紹
が
「
鼓

吹
木
、
箪
容
、
:
:
:
容
得
接
間
関
談
。
」
と
一
献
言
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
〈
一
巻

一
二
一
一
、

鹿
紹
伝
)
。

し
か
し
そ
の
諌
言
は
用
い
ら
れ
ず
、
葬
儀
に
鼓
吹
が
用

い
ら
れ
た
。
(
巻
七
六
、
党
皇
后
伝
)

0

(
日
以
)
晋
書
巻
二
一
=
、
楽
志
下
o

(
初
〉
樹
回
嘉
は
、
何
承
天
と
共
に
、
普
史
を
作
り
、
今
日
の
普
欝
(
唐
の
太
宗
が
房
玄

齢
・
卒
延
寿
ら
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
も
の
〉
の
材
料
と
な
っ
た
と
い
う
o

そ
の

審
供
し
て
伝
わ
ら
ず
。
太
平
御
覧
五
八

一
、
楽
部
一
九
引
。

〈
引
)
楽
府
詩
集
巻
二
託
、
梁
鼓
角
横
吹
曲
下
解
題
引
。

(
位
)
惰
欝
巻
二
一
一
、
音
楽
志
上
。

ハ
む
)
文
献
通
考
巻
二
ニ
入
、
楽
考
一
一
参
照
。
叉
、
馬
融
の
笛
持
、
風
俗
通
、
共
に

笛
の
英
中
よ
り
出
る
こ
と
を
い
う
。

(
川
竹
)
文
献
通
考
巻
一
一
一
一
八
、
楽
考
一
一
参
照
。
な
お
文
献
遥
考
巻
ご
二
八
、
楽
考

一
}
に
お
い
て
は
、
大
積
吹
、
小
桜
吹
も
楽
器
と
し
て
扱
い
、
「
並
以
竹
鋳
之

笛
之
類
也
。
律
番
楽
図
一
京
、
横
吹
・
が
楽
也
。
一
式
一
式
。
」
と
説
明
し
て
い
る
o
叉
惰

書
巻
一
回
、
音
楽
志
下
に
お
い
て
も
、
杭
吹
を
長
嶋
・
中
・
鳴
と
共
に
な
ら
べ
て

、
楽
器
と
し
て
扱
っ
て
い
る
o

一(41)ー
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